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　栗原市社協が被災地を繋ぐ復興へ向けての元気
リレーとして始めた『くりはら・ひまわり・げんき
プロジェクト』の苗づくり等のボランティア活動を
続けて８年。
　また、毎月１回、定例会を欠かさず開催。話し語
りが会員の活力につながっています。

　宮野上町いきいきセンター
が建設された年、「寂しい
から何かすっぺし」の一言
から毎週水曜日、午後１時
30分、センターに集合。
　レクダンスで体を動かした
後、時間は気にせずお茶っこ
を飲みながら話語り。月曜日
は、カラオケも。

　「先週、足ケガしたって言ってたけ
ど、大丈夫かしら」と、お互いを気に
かけ合い、さりげない見守りにつな
がっています。

自分たちに　出来ることを

仲間の笑顔に　支えられ

横須賀健寿会：会長　齋藤　實

宮野上町秋葉長生会：会表　佐藤　信子
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　いつでも集まれる地域
みんなの居場所『宮野いき
いきセンター』は、地域の
お宝です！

　これまで何気な行なわれてきた会
員同士の「支え合い」が、この事業
を支える大きな力となっ
ているんですね。
　素敵なお宝です！

「15年以上も続い
てんの。歩いて来
れるし、みんなと
会えるの楽しみに
来てんのね」と、ニ
コニコ笑顔で話す
のは、最高齢90歳
のさとりさん。

　自分達の楽しみが、いつの頃からかボランテ
ィア活動となり、高齢でも支える側
に立てることが、会員の生きがい
となっています。これからも
出来ることを続けて行きます。

築館地区の 　　 を紹介！ 築館地区の 　　 を紹介！ 

　この『栗原市地域支え合い情報誌』は、これまで何気なく行われてきた地域の
支え合い活動を紹介すると共に地域づくりにつなげていくものです。

生活支援コーディネーターが見つけた

お宝お宝お宝



　下萩沢地区は広範囲なため、加倉地区３０世
帯を対象に、加倉集会所で年２回お茶っこ会を
開催。身近な地域での集いの場は、お互いに気
にかけあう関係づくりにつながっています。

身近な交流で　つながり深めて
加倉お茶っこ会：代表　佐藤　由美子

　今年３月から『くりはら元気アップ
体操』を開始。３８名の登録があり、
毎週月曜日、午前９時３０分に城生
野会館に歩いて集合。
　その日の重要ポイントを１～２点
確認し合った後、大型テレビの映像
を見ながら、体操を行っています。
　「折角集まったんだから〝お口の
体操〟として歌でも歌っては」との
声があり、体操後に季節の歌をみん
なで歌い、楽し
みながら健康維
持と介護予防を
図っています。
　

健康づくりで　地域が元気に
城生野地区社会福祉協議会：会長　加藤　義幸

＊趣味を持つこと
　　⇒（カラオケ・バレー・野菜作り等）
＊楽しみを持つこと
　　⇒（おしゃべり、晩酌、旅行等）
＊若い人たちと付き合うこと。
＊家の中でも役割を持つこと。

元気で暮らすための秘訣は？

何より、ストレ
スをためないこ
とが元気の秘訣
だよねぇ～

健康寿命の増進に
つながるようにと、
皆さん真剣です！

　生活支援コーディネーターとして、半年が過ぎようとしています。
　隣近所で自然に行われている「見守り」「お茶っこ会」「ちょっとし
たお手伝い」など、地域には、支え合いの活動が沢山ありました。
　これからも「おたがいさま」の活動を教えてください‼
　どんなお宝が発見できるか楽しみです‼

こんにちは！
築館地区 生活支援コーディネーターの 細川律子 です。


